
(57)【要約】

【課題】本発明は、従来にない作用効果を発揮する画期

的な穿孔や切開創などの閉塞装置を提供することを目的

とする。

【解決手段】胃、小腸若しくは大腸などの消化器１の内

壁面１ａにできた穿孔や切開創などの開口部２を閉塞す

る為の閉塞装置であって、開口部２の一方の開口縁部２

ａに止着される第一止着部材４Ａと、他方の開口縁部２

ｂに止着される第二止着部材４Ｂと、この第一止着部材

４Ａ及び第二止着部材４Ｂ同士間に架設される架設部材

３とから成り、この第一止着部材４Ａと、第二止着部材

４Ｂと、架設部材３とは、該架設部材３を引動すること

で開口部２の開口縁部２ａ，２ｂ同士が接近移動するよ

うに構成されているものである。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
胃 、 小 腸 若 し く は 大 腸 な ど の 消 化 器 の 内 壁 面 に で き た 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 開 口 部 を 閉 塞 す
る 為 の 閉 塞 装 置 で あ っ て 、 開 口 部 の 一 方 の 開 口 縁 部 に 止 着 さ れ る 第 一 止 着 部 材 と 、 他 方 の
開 口 縁 部 に 止 着 さ れ る 第 二 止 着 部 材 と 、 こ の 第 一 止 着 部 材 及 び 第 二 止 着 部 材 同 士 間 に 架 設
さ れ る 架 設 部 材 と か ら 成 り 、 こ の 第 一 止 着 部 材 と 、 第 二 止 着 部 材 と 、 架 設 部 材 と は 、 該 架
設 部 材 を 引 動 す る こ と で 開 口 部 の 開 口 縁 部 同 士 が 接 近 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 第 一 止 着 部 材 及 び 第 二 止 着 部
材 は 夫 々 複 数 で あ り 、 第 一 止 着 部 材 に 対 し て 第 二 止 着 部 材 は 、 対 向 す る 位 置 若 し く は 対 向
し な い ず れ た 位 置 に 止 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ， ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 に お い て 、 架 設 部 材 は
一 本 の 線 材 で あ り 、 該 線 材 は 、 始 点 位 置 の 第 一 止 着 部 材 若 し く は 第 二 止 着 部 材 に 固 着 さ れ
、 残 余 の 第 一 止 着 部 材 及 び 第 二 止 着 部 材 に は 引 動 可 能 に 挿 通 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 架 設 部
材 を 引 動 す る こ と で 接 近 移 動 し た 開 口 縁 部 同 士 の 近 接 状 態 を 保 持 す る 保 持 部 を 前 記 架 設 部
材 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
処 置 具 導 出 孔 を 有 す る 内 視 鏡 と 、 処 置 具 導 出 孔 か ら 導 出 さ れ 、 胃 、 小 腸 若 し く は 大 腸 な ど
の 消 化 器 の 内 壁 面 に で き た 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 開 口 部 の 開 口 縁 部 に 止 着 さ れ る 複 数 の ク リ
ッ プ と か ら 成 り 、 複 数 の ク リ ッ プ の う ち 、 一 つ は 線 材 が 固 着 さ れ た ク リ ッ プ で あ り 、 残 余
の ク リ ッ プ は 線 材 が 挿 通 さ れ る 挿 通 部 が 設 け ら れ て い る ク リ ッ プ で あ る こ と を 特 徴 と す る
穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 線 材 に は 絞 り 部 材 が 設 け ら れ
、 こ の 絞 り 部 材 は 線 材 が 挿 通 さ れ 該 線 材 に 対 し て 摺 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 及 び 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
近 年 、 胃 や 小 腸 や 大 腸 な ど の 消 化 器 １ の 内 壁 面 １ ａ に 突 出 し た ポ リ ー プ ５ （ 腫 瘤 ） を 内 視
鏡 ８ を 利 用 し て 切 除 す る 内 視 鏡 治 療 が 盛 ん に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 内 視 鏡 治 療 と は 、 複 数 の 内 孔 を 有 す る ホ ー ス 状 体 ８ ａ に Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ８ ｃ を 内 蔵 し た
内 視 鏡 ８ （ ビ デ オ ス コ ー プ ） の 処 置 具 導 出 孔 ８ ｂ （ 鉗 子 孔 ） か ら ポ リ ー プ 処 置 具 １ ０ を 導
出 し て ポ リ ー プ ５ を 除 去 す る 治 療 方 法 で あ り 、 こ の ポ リ ー プ 処 置 具 １ ０ は 、 図 １ に 図 示 し
た よ う に 内 視 鏡 ８ の 処 置 具 導 出 孔 ８ ｂ に 嵌 挿 配 設 さ れ る チ ュ ー ブ １ ０ ａ の 先 端 開 口 部 か ら
環 状 の ワ イ ヤ １ ０ ｂ （ ス ネ ア ー ） を 突 出 し た 構 造 で 、 こ の ワ イ ヤ １ ０ ｂ は 、 基 端 側 操 作 部
（ 図 示 省 略 ） を 操 作 す る こ と で 、 そ の 径 の 大 き さ が 可 変 し 得 る と 共 に 、 高 周 波 が 発 生 す る
よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 内 視 鏡 ８ と ポ リ ー プ 除 去 具 １ ０ を 使 用 し て の ポ リ ー プ ５ の 除 去 は 、 次 の よ う に し て 行
う 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
ポ リ ー プ 除 去 具 １ ０ を セ ッ ト し た 内 視 鏡 ８ を 口 （ 或 い は 肛 門 ） か ら 挿 入 し 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ
８ ｃ に て ポ リ ー プ ５ の 位 置 を 確 認 し た 後 、 こ の ポ リ ー プ ５ に ワ イ ヤ １ ０ ｂ を 引 っ 掛 け 、 ワ
イ ヤ １ ０ ｂ の 径 を 小 さ く す る と と も に 高 周 波 を 発 生 さ せ る こ と で ポ リ ー プ ５ の 根 元 を 焼 き
切 除 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
従 っ て 、 こ の 内 視 鏡 ８ と ポ リ ー プ 除 去 具 １ ０ を 使 用 す れ ば 、 開 腹 す る と い っ た 大 掛 か り な
手 術 は 不 要 と な る 為 、 患 者 に 与 え る 負 担 （ 身 体 的 負 担 や 経 済 的 負 担 な ど ） が 少 な く て 済 む
と さ れ 、 ま た 、 こ の 内 視 鏡 治 療 は が ん の 早 期 治 療 と し て 非 常 に 注 目 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
と こ ろ で 、 こ の ポ リ ー プ 除 去 治 療 は 、 ポ リ ー プ ５ を 完 全 に 除 去 す べ く 消 化 器 １ の 内 壁 面 １
ａ と の 境 界 （ ポ リ ー プ ５ の 根 元 部 分 ） ま で 除 去 す る 為 、 や む を 得 ず 消 化 器 １ の 内 壁 面 １ ａ
に 穿 孔 ２ が で き て し ま う 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 穿 孔 ２ は 、 当 然 に 強 制 閉 塞 す る 必 要 が あ り （ 例 え ば 大 腸 に 穿 孔 ２ が で き て し ま っ た 場
合 に は 、 こ の 穿 孔 ２ か ら 便 が 流 れ 出 し て 腹 膜 炎 を 起 こ し て し ま う 場 合 も あ る 。 ） 、 よ っ て
、 従 来 に お い て も こ の 穿 孔 ２ を 閉 塞 す る 為 の 穿 孔 閉 塞 具 ４ （ 通 称 ク リ ッ プ ） が 提 案 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の ク リ ッ プ ４ は 、 適 宜 な 金 属 製 で あ り 、 先 端 部 が 開 閉 自 在 に 設 け ら れ た 挟 持 体 ４ ａ と 、
こ の 挟 持 体 ４ ａ の 基 端 側 に 被 嵌 さ れ る ス ラ イ ド 筒 体 ４ ｂ と で 構 成 さ れ 、 こ の 挟 持 体 ４ ａ を
摺 動 さ せ て ス ラ イ ド 筒 体 ４ ｂ 内 に 導 入 す る と 、 挟 持 体 ４ ａ が 閉 じ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
従 っ て 、 前 述 し た 内 視 鏡 ８ の 処 置 具 導 出 孔 ８ ｂ に 嵌 挿 配 設 さ れ た ク リ ッ プ 配 設 具 ７ を 用 い
、 該 ク リ ッ プ ４ に よ り 穿 孔 ２ の 対 向 す る 開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ 同 士 を 寄 せ る よ う に 左 右 か ら
挟 持 す る こ と で 、 当 該 穿 孔 ２ の 閉 塞 状 態 が 保 持 さ れ る 。 尚 、 こ の 消 化 器 １ の 内 壁 面 １ ａ に
止 着 さ れ た ク リ ッ プ ４ は 約 １ 週 間 ～ ３ ヵ 月 の 間 で 自 然 に 外 れ 、 そ の ま ま 便 と 共 に 体 外 へ 排
出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
と こ ろ が 、 こ の ク リ ッ プ ４ は 、 穿 孔 ２ が 小 さ い 場 合 に は 有 効 で あ る が 、 穿 孔 ２ が 大 き 過 ぎ
て ク リ ッ プ ４ が 使 用 で き な い 場 合 が あ り 、 こ の よ う な 場 合 に は 、 患 者 に 負 担 を 強 い る 開 腹
縫 合 手 術 を し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
し か し 、 こ の よ う な 場 合 に 開 腹 し て い た の で は 、 前 述 し た 内 視 鏡 ８ と ポ リ ー プ 除 去 具 １ ０
を 使 用 し て ポ リ ー プ ５ を 除 去 す る こ と の メ リ ッ ト が 失 わ れ て し ま う の は 勿 論 、 ポ リ ー プ ５
を 発 見 し 、 内 視 鏡 ８ を 口 か ら 挿 入 し て ポ リ ー プ ５ を 除 去 す る 治 療 及 び 穿 孔 ２ を 閉 じ る 治 療
は 内 科 の 治 療 で あ る の に 対 し 、 開 腹 縫 合 は 外 科 の 治 療 で あ る 為 、 患 者 を 内 科 か ら 外 科 へ 移
動 さ せ な け れ ば な ら な い な ど の 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 出 願 人 は 、 上 述 の 問 題 点 に 着 目 し 、 内 科 に お い て 処 置 が 可 能 な 従 来 に な い 画 期 的 な 穿 孔
や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 を 発 明 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 要 旨 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
胃 、 小 腸 若 し く は 大 腸 な ど の 消 化 器 １ の 内 壁 面 １ ａ に で き た 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 開 口 部 ２
を 閉 塞 す る 為 の 閉 塞 装 置 で あ っ て 、 開 口 部 ２ の 一 方 の 開 口 縁 部 ２ ａ に 止 着 さ れ る 第 一 止 着
部 材 ４ Ａ と 、 他 方 の 開 口 縁 部 ２ ｂ に 止 着 さ れ る 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ と 、 こ の 第 一 止 着 部 材 ４
Ａ 及 び 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ 同 士 間 に 架 設 さ れ る 架 設 部 材 ３ と か ら 成 り 、 こ の 第 一 止 着 部 材 ４
Ａ と 、 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ と 、 架 設 部 材 ３ と は 、 該 架 設 部 材 ３ を 引 動 す る こ と で 開 口 部 ２ の

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-351090 A 2004.12.16



開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ 同 士 が 接 近 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切
開 創 な ど の 閉 塞 装 置 に 係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 請 求 項 １ 記 載 の 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び
第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ は 夫 々 複 数 で あ り 、 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ に 対 し て 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ は 、 対
向 す る 位 置 若 し く は 対 向 し な い ず れ た 位 置 に 止 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な
ど の 閉 塞 装 置 に 係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 請 求 項 １ ， ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 に お い て 、 架 設
部 材 ３ は 一 本 の 線 材 ３ で あ り 、 該 線 材 ３ は 、 始 点 位 置 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 若 し く は 第 二 止
着 部 材 ４ Ｂ に 固 着 さ れ 、 残 余 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ に は 引 動 可 能 に 挿
通 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 に 係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記
架 設 部 材 ３ を 引 動 す る こ と で 接 近 移 動 し た 開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ 同 士 の 近 接 状 態 を 保 持 す る
保 持 部 ６ を 前 記 架 設 部 材 ３ に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 に 係 る
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 処 置 具 導 出 孔 ８ ｂ を 有 す る 内 視 鏡 ８ と 、 処 置 具 導 出 孔 ８ ｂ か ら 導 出 さ れ 、 胃 、 小 腸
若 し く は 大 腸 な ど の 消 化 器 １ の 内 壁 面 １ ａ に で き た 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 開 口 部 ２ の 開 口 縁
部 ２ ａ ， ２ ｂ に 止 着 さ れ る 複 数 の ク リ ッ プ ４ と か ら 成 り 、 複 数 の ク リ ッ プ ４ の う ち 、 一 つ
は 線 材 ３ が 固 着 さ れ た ク リ ッ プ ４ で あ り 、 残 余 の ク リ ッ プ ４ は 線 材 ３ が 挿 通 さ れ る 挿 通 部
４ ｃ が 設 け ら れ て い る ク リ ッ プ ４ で あ る こ と を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 に
係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 請 求 項 ５ 記 載 の 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 線 材 ３ に は 絞 り 部 材 ６
が 設 け ら れ 、 こ の 絞 り 部 材 ６ は 線 材 ３ が 挿 通 さ れ 該 線 材 ３ に 対 し て 摺 動 す る よ う に 構 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 閉 塞 装 置 に 係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 作 用 及 び 効 果 】
本 発 明 は 、 例 え ば 内 視 鏡 ８ を 利 用 し て 、 穿 孔 や 切 開 孔 な ど の 開 口 部 ２ の 一 方 の 開 口 縁 部 ２
ａ に 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ を 止 着 す る と と も に 、 他 方 の 開 口 縁 部 ２ ｂ に 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ を 止
着 し 、 こ の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ 同 士 間 に 架 設 さ れ る 架 設 部 材 ３ を 引 動
す る こ と で 開 口 部 ２ の 開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ 同 士 を 接 近 移 動 さ せ 、 開 口 部 ２ を 閉 塞 状 態 と す
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
従 っ て 、 胃 、 小 腸 若 し く は 大 腸 な ど の 消 化 器 １ の 内 壁 面 １ ａ に 形 成 さ れ た 穿 孔 や 切 開 創 な
ど の 開 口 部 ２ が 大 き く 、 前 述 し た ク リ ッ プ ４ で 対 応 で き な い 場 合 で あ っ て も 、 開 腹 し て 縫
合 手 術 を 行 う 必 要 は な く 、 簡 易 且 つ 迅 速 に 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 開 口 部 ２ を 閉 塞 状 態 と す る
こ と が で き 、 し か も 、 内 科 だ け で こ の 開 口 部 ２ を 処 置 す る こ と が で き る こ と に な る 為 、 例
え ば 患 者 を 外 科 へ 移 動 さ せ た り す る 必 要 も な い な ど 患 者 に 与 え る 負 担 を 可 及 的 に 軽 減 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 は 、 従 来 に な い 画 期 的 な 作 用 効 果 を 発 揮 し 、 極 め て 商 品 価 値 の 高 い
も の に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 面 は 本 発 明 の 一 実 施 例 を 図 示 し た も の で あ り 、 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 実 施 例 は 、 胃 、 小 腸 若 し く は 大 腸 な ど の 消 化 器 １ の 内 壁 面 １ ａ に で き た 穿 孔 や 切 開 創 な
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ど の 開 口 部 ２ を 閉 塞 す る 為 の 閉 塞 装 置 で あ っ て 、 開 口 部 ２ の 一 方 の 開 口 縁 部 ２ ａ に 内 視 鏡
８ を 使 用 し て 止 着 さ れ る 複 数 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ と 、 他 方 の 開 口 縁 部 ２ ｂ に 内 視 鏡 ８ を 使
用 し て 止 着 さ れ る 複 数 の 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ と 、 こ の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び 第 二 止 着 部 材 ４
Ｂ 同 士 間 に 架 設 さ れ る 一 本 の 架 設 部 材 ３ と で 構 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
尚 、 本 実 施 例 で 使 用 さ れ る 内 視 鏡 ８ は 、 図 ２ ， ３ に 図 示 し た よ う に 基 端 部 に 操 作 部 ８ ｆ が
設 け ら れ た 複 数 の 内 孔 を 有 す る ホ ー ス 状 体 ８ ａ に 、 処 置 具 導 出 孔 ８ ｂ （ 鉗 子 孔 ） 、 Ｃ Ｃ Ｄ
カ メ ラ ８ ｃ 、 吸 引 ノ ズ ル ８ ｄ 、 ラ イ ト ８ ｅ 、 処 置 具 導 入 孔 ８ ｇ が 設 け ら れ た 周 知 構 造 の 内
視 鏡 ８ （ ビ デ オ ス コ ー プ ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
以 下 、 本 実 施 例 に 係 る 構 成 各 部 に つ い て 詳 細 な 説 明 を す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ は 、 前 述 し た ク リ ッ プ ４ と 同 構 造 で あ り 、 即 ち 、
図 ３ ， ４ に 図 示 し た よ う に 一 枚 の 金 属 板 材 を 基 端 で 折 曲 し て 交 叉 さ せ た も の で 、 先 端 部 に
開 閉 自 在 の 一 対 の 挟 持 半 体 ４ ａ ’ ， ４ ａ ” か ら 成 る 金 属 製 の 挟 持 体 ４ ａ が 設 け ら れ 、 こ の
挟 持 体 ４ ａ の 基 端 側 に は ス ラ イ ド 移 動 自 在 の ス ラ イ ド 筒 体 ４ ｂ が 被 嵌 さ れ た 構 成 で 、 こ の
挟 持 体 ４ ａ を 摺 動 さ せ て ス ラ イ ド 筒 体 ４ ｂ に 導 入 す る と 挟 持 体 ４ ａ の 先 端 部 が 閉 塞 さ れ る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ は 、 図 ４ に 図 示 し た よ う に 挟 持 体 ４ ａ の 基
端 は 連 結 部 材 １ ２ の 係 止 孔 部 １ ２ ａ に 挿 通 さ れ て お り 、 こ の 連 結 部 材 １ ２ は 後 述 す る ク リ
ッ プ 配 設 具 ７ に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の 連 結 部 材 １ ２ は 、 ク リ ッ プ 配 設 具 ７ に よ っ て 引 動 す る こ と で 挟 持 体 ４ ａ を 引 動 摺 動 す
る も の で 、 該 連 結 部 材 １ ２ が 引 動 さ れ る と 、 挟 持 体 ４ ａ は ス ラ イ ド 筒 体 ４ ｂ に 導 入 さ れ 、
所 定 位 置 ま で 導 入 さ れ た 状 態 で 更 に 強 く 連 結 部 材 １ ２ が 引 動 さ れ る と 、 係 止 孔 部 １ ２ ａ の
係 止 周 縁 が 切 離 し 、 係 止 状 態 が 解 除 さ れ 、 ク リ ッ プ 配 設 具 ７ か ら 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び 第
二 止 着 部 材 ４ Ｂ は 分 離 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ は 、 前 述 し た 内 視 鏡 ８ の 処 置 具 導 出 孔 ８ ｂ
に 嵌 挿 配 設 さ れ る ク リ ッ プ 配 設 具 ７ を 介 し て 止 着 作 業 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の ク リ ッ プ 配 設 具 ７ は 、 図 ２ ～ ４ に 図 示 し た よ う に 、 チ ュ ー ブ 体 ７ ａ と 、 こ の チ ュ ー ブ
体 ７ ａ 内 に ス ラ イ ド 移 動 自 在 に 配 設 さ れ 、 ハ ン ド ル ７ ｂ の 操 作 に よ り ス ラ イ ド 移 動 す る ス
ラ イ ド 長 尺 体 ７ ｃ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 こ の ス ラ イ ド 長 尺 体 ７ ｃ の 先 端 部 に は ク リ ッ プ 保 持 部 ９ が 設 け ら れ て お り 、 こ の ク
リ ッ プ 保 持 部 ９ は 、 図 ３ ， ４ に 図 示 し た よ う に 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ の
連 結 部 材 １ ２ に 被 嵌 連 結 し 得 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 複 数 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ の う ち 、 一 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ に は 線 材 ３ が 固 着 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 線 材 ３ は 、 開 口 部 ２ の 対 向 開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ に 止 着 さ れ る 他 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及
び 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ 夫 々 の 左 右 の 挟 持 半 体 ４ ａ ’ ， ４ ａ ” の 又 部 （ 挿 通 部 ４ ｃ ） に 挿 通 さ
れ 、 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ 同 士 間 に 架 設 状 態 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
尚 、 こ の 線 材 ３ は 、 一 般 に 手 術 で 使 用 さ れ る 医 療 用 の 縫 合 糸 で あ る 。 こ の 線 材 ３ と し て は
体 内 に お い て あ る 程 度 の 期 間 は 糸 と し て の 形 を 維 持 し 、 自 然 に 解 け る 素 材 の も の な ど 人 体
に 影 響 の 少 な い 素 材 の も の が 望 ま し い 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 線 材 ３ に は 糸 固 定 用 の 絞 り 部 材 ６ が 設 け ら れ 、 こ の 絞 り 部 材 ６ は 線 材 ３ に 対 し て 摺
動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の 絞 り 部 材 ６ は 、 図 ３ に 図 示 し た よ う に 適 宜 な 樹 脂 製 の 部 材 で 球 状 に 形 成 さ れ て お り 、
そ の 中 央 部 に 線 材 ３ に 被 嵌 す る た め の 貫 通 孔 ６ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 貫 通 孔 ６ ａ に 線
材 ３ が 挿 通 さ れ た 構 成 で あ る 。 ま た 、 絞 り 部 材 ６ は 該 絞 り 部 材 ６ を 線 材 ３ に 対 し て 摺 動 さ
せ た 際 、 所 定 の 摩 擦 抵 抗 が 生 じ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
以 上 の 構 成 か ら 成 る 装 置 を 使 用 し た 消 化 器 １ の 内 壁 面 １ ａ に で き た 穿 孔 ２ の 閉 塞 方 法 （ 穿
孔 閉 塞 治 療 ） に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま ず 、 内 視 鏡 ８ の 処 置 具 導 出 孔 ８ ｂ に 嵌 挿 配 設 し た ク リ ッ プ 配 設 具 ７ に 、 線 材 ３ が 連 結 さ
れ た 一 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ を セ ッ ト し 、 内 視 鏡 ８ を 口 か ら 挿 入 し て Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ８ ｃ で 穿
孔 ２ の 位 置 を 確 認 し 、 線 材 ３ 付 き 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ （ 始 点 位 置 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ ） を 穿
孔 ２ の 一 方 の 開 口 縁 部 ２ ａ （ 略 端 部 ） に 止 着 す る （ 図 ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
続 い て 、 内 視 鏡 ８ を 引 き 抜 き 、 ク リ ッ プ 配 設 具 ７ に 他 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ を セ ッ ト し 、 内
視 鏡 ８ を 口 か ら 挿 入 し て Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ８ ｃ で 穿 孔 ２ の 位 置 を 確 認 し 、 前 記 線 材 ３ を 挿 通 部
４ ｃ で 跨 ぐ よ う に し て 他 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ を 穿 孔 ２ の 一 方 の 開 口 縁 部 ２ ａ に 止 着 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
続 い て 、 内 視 鏡 ８ を 引 き 抜 き 、 ク リ ッ プ 配 設 具 ７ に 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ を セ ッ ト し 、 内 視 鏡
８ を 口 か ら 挿 入 し て Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ８ ｃ で 穿 孔 ２ の 位 置 を 確 認 し 、 線 材 ３ を 挿 通 部 ４ ｃ で 跨
ぐ よ う に し て 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ を 穿 孔 ２ の 他 方 の 開 口 縁 部 ２ ｂ に 止 着 す る （ 図 ７ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の 要 領 で 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ と 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ と を 順 番 に 穿 孔 ２ の 長 さ 方 向 に し て 対 向
開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ の 合 致 し な い 対 向 位 置 へ 交 互 に （ ジ グ ザ グ 状 ） に 所 定 の 間 隔 を 介 し て
止 着 す る （ 図 ８ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
続 い て 、 絞 り 部 材 ６ を プ ッ シ ン グ チ ュ ー ブ １ ３ Ａ ， １ ３ Ｂ に よ っ て 押 し な が ら 線 材 ３ を 引
動 す る と 、 穿 孔 ２ の 開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ 同 士 が 接 近 移 動 す る （ 図 ９ は 内 視 鏡 ８ と は 別 に 太
い プ ッ シ ン グ チ ュ ー ブ １ ３ Ａ を 胃 ま た は 大 腸 に 挿 入 し た 状 態 で 使 用 す る 場 合 で あ り 、 図 １
０ は 内 視 鏡 ８ の 処 置 具 導 出 孔 ８ ｂ か ら 挿 入 可 能 な 細 い プ ッ シ ン グ チ ュ ー ブ １ ３ Ｂ を 導 出 さ
せ て 使 用 す る 場 合 で あ り 、 図 １ １ は 先 端 に 線 材 ３ を 通 す 小 孔 を 有 す る 鉗 子 １ ３ Ｃ を 用 い て
絞 り 部 材 ６ を 誘 導 し 線 材 ３ を 絞 る 場 合 で あ る 。 ） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
絞 り 部 材 ６ は 線 材 ３ に 対 し て 所 定 の 摩 擦 抵 抗 を 有 す る 為 、 プ ッ シ ン グ チ ュ ー ブ １ ３ Ａ ， １
３ Ｂ を 引 き 抜 い て も 該 絞 り 部 材 ６ は 戻 り 摺 動 す る こ と は な く 、 こ の 対 向 開 口 縁 部 ２ ａ ， ２
ｂ 同 士 の 近 接 状 態 は 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
そ の 後 、 線 材 ３ を 適 宜 切 断 す る こ と で 穿 孔 閉 塞 治 療 は 完 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
本 実 施 例 は 上 述 の よ う に 構 成 し た か ら 、 胃 、 小 腸 若 し く は 大 腸 な ど の 消 化 器 １ の 内 壁 面 １
ａ に 形 成 さ れ た 穿 孔 ２ が 大 き く 、 前 述 し た ク リ ッ プ ４ で 対 応 で き な い 場 合 で あ っ て も 、 開
腹 し て 縫 い 手 術 を 行 う 必 要 は な く 、 簡 易 且 つ 迅 速 に 穿 孔 ２ を 閉 塞 状 態 と す る こ と が で き 、
し か も 、 内 科 だ け で こ の 穿 孔 ２ を 処 置 す る こ と が で き る こ と に な る 為 、 例 え ば 患 者 を 外 科
へ 移 動 さ せ た り す る 必 要 も な く 患 者 に 与 え る 負 担 を 可 及 的 に 軽 減 す る こ と が で き る な ど 、
前 述 し た 内 視 鏡 ８ と ポ リ ー プ 除 去 具 １ ０ と を 使 用 し た 内 視 鏡 治 療 の メ リ ッ ト を 最 大 限 に 発
揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
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ま た 、 本 実 施 例 は 、 線 材 ３ を 引 動 す る こ と で 接 近 移 動 し た 開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ 同 士 を 、 線
材 ３ を 固 定 す る こ と で 保 持 す る 絞 り 部 材 ６ を 線 材 ３ に 設 け た か ら 、 穿 孔 ２ が 閉 じ る （ 完 治
） す る ま で 確 実 に 開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ 同 士 の 近 接 状 態 を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
尚 、 本 発 明 は 、 本 実 施 例 に 限 ら れ る も の で は な く 、 各 構 成 要 件 の 具 体 的 構 成 は 適 宜 設 計 し
得 る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 ポ リ ー プ を 除 去 す る 作 業 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 例 に 係 る 要 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 例 に 係 る 要 部 の 概 略 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 実 施 例 に 係 る 要 部 の 概 略 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 実 施 例 の 使 用 状 態 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 実 施 例 の 使 用 状 態 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 実 施 例 の 使 用 状 態 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 実 施 例 の 使 用 状 態 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 実 施 例 の 使 用 状 態 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 実 施 例 の 使 用 状 態 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 消 化 器
１ ａ 　 内 壁 面
２ 　 開 口 部
２ ａ 　 開 口 縁 部
２ ｂ 　 開 口 縁 部
３ 　 架 設 部 材 ・ 線 材
４ 　 ク リ ッ プ
４ Ａ 　 第 一 止 着 部 材
４ Ｂ 　 第 二 止 着 部 材
４ ｃ 　 挿 通 部
６ 　 保 持 部 ・ 絞 り 部 材
８ 　 内 視 鏡
８ ｂ 　 処 置 具 導 出 孔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(8) JP 2004-351090 A 2004.12.16



【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 5月 18日 (2004.5.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 胃 、 小 腸 若 し く は 大 腸 な ど の 消 化 器 の 内 壁 面 に で き た 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 開
口 部 を す る 為 の 装 置 で あ っ て 、 開 口 部 の 一 方 の 開 口 縁 部 に 止 着 さ れ る 第 一 止 着 部
材 と 、 他 方 の 開 口 縁 部 に 止 着 さ れ る 第 二 止 着 部 材 と 、 こ の 第 一 止 着 部 材 及 び 第 二 止 着 部 材
同 士 間 に 架 設 さ れ る 架 設 部 材 と か ら 成 り 、 こ の 第 一 止 着 部 材 と 、 第 二 止 着 部 材 と 、 架 設 部
材 と は 、 該 架 設 部 材 を 引 動 す る こ と で 開 口 部 の 開 口 縁 部 同 士 が 接 近 移 動 す る よ う に 構 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】 請 求 項 １ 記 載 の 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装 置 に お い て 、 前 記 第 一 止 着 部 材 及
び 第 二 止 着 部 材 は 夫 々 複 数 で あ り 、 第 一 止 着 部 材 に 対 し て 第 二 止 着 部 材 は 、 対 向 す る 位 置
若 し く は 対 向 し な い ず れ た 位 置 に 止 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】 請 求 項 １ ， ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装 置 に お い て
、 架 設 部 材 は 一 本 の 線 材 で あ り 、 該 線 材 は 、 始 点 位 置 の 第 一 止 着 部 材 若 し く は 第 二 止 着 部
材 に 固 着 さ れ 、 残 余 の 第 一 止 着 部 材 及 び 第 二 止 着 部 材 に は 引 動 可 能 に 挿 通 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装 置 に お い て
、 前 記 架 設 部 材 を 引 動 す る こ と で 接 近 移 動 し た 開 口 縁 部 同 士 の 近 接 状 態 を 保 持 す る 保 持 部
を 前 記 架 設 部 材 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装 置 。

(10) JP 2004-351090 A 2004.12.16

閉 鎖 閉 鎖

閉 鎖
閉 鎖

閉 鎖

閉 鎖

閉 鎖
閉 鎖

閉 鎖



【 請 求 項 ５ 】 処 置 具 導 出 孔 を 有 す る 内 視 鏡 と 、 処 置 具 導 出 孔 か ら 導 出 さ れ 、 胃 、 小 腸 若 し
く は 大 腸 な ど の 消 化 器 の 内 壁 面 に で き た 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 開 口 部 の 開 口 縁 部 に 止 着 さ れ
る 複 数 の ク リ ッ プ と か ら 成 り 、 複 数 の ク リ ッ プ の う ち 、 一 つ は 線 材 が 固 着 さ れ た ク リ ッ プ
で あ り 、 残 余 の ク リ ッ プ は 線 材 が 挿 通 さ れ る 挿 通 部 が 設 け ら れ て い る ク リ ッ プ で あ る こ と
を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】 請 求 項 ５ 記 載 の 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装 置 に お い て 、 前 記 線 材 に は 絞 り 部
材 が 設 け ら れ 、 こ の 絞 り 部 材 は 線 材 が 挿 通 さ れ 該 線 材 に 対 し て 摺 動 す る よ う に 構 成 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 及 び 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
近 年 、 胃 や 小 腸 や 大 腸 な ど の 消 化 器 １ の 内 壁 面 １ ａ に 突 出 し た ポ リ ー プ ５ （ 腫 瘤 ） を 内 視
鏡 ８ を 利 用 し て 切 除 す る 内 視 鏡 治 療 が 盛 ん に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 内 視 鏡 治 療 と は 、 複 数 の 内 孔 を 有 す る ホ ー ス 状 体 ８ ａ に Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ８ ｃ を 内 蔵 し た
内 視 鏡 ８ （ ビ デ オ ス コ ー プ ） の 処 置 具 導 出 孔 ８ ｂ （ 鉗 子 孔 ） か ら ポ リ ー プ 処 置 具 10を 導 出
し て ポ リ ー プ ５ を 除 去 す る 治 療 方 法 で あ り 、 こ の ポ リ ー プ 処 置 具 10は 、 図 １ に 図 示 し た よ
う に 内 視 鏡 ８ の 処 置 具 導 出 孔 ８ ｂ に 嵌 挿 配 設 さ れ る チ ュ ー ブ 10ａ の 先 端 開 口 部 か ら 環 状 の
ワ イ ヤ 10ｂ （ ス ネ ア ー ） を 突 出 し た 構 造 で 、 こ の ワ イ ヤ 10ｂ は 、 基 端 側 操 作 部 （ 図 示 省 略
） を 操 作 す る こ と で 、 そ の 径 の 大 き さ が 可 変 し 得 る と 共 に 、 高 周 波 が 発 生 す る よ う に 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 内 視 鏡 ８ と ポ リ ー プ 除 去 具 10を 使 用 し て の ポ リ ー プ ５ の 除 去 は 、 次 の よ う に し て 行 う
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ポ リ ー プ 除 去 具 10を セ ッ ト し た 内 視 鏡 ８ を 口 （ 或 い は 肛 門 ） か ら 挿 入 し 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ８
ｃ に て ポ リ ー プ ５ の 位 置 を 確 認 し た 後 、 こ の ポ リ ー プ ５ に ワ イ ヤ 10ｂ を 引 っ 掛 け 、 ワ イ ヤ
10ｂ の 径 を 小 さ く す る と と も に 高 周 波 を 発 生 さ せ る こ と で ポ リ ー プ ５ の 根 元 を 焼 き 切 除 す
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
従 っ て 、 こ の 内 視 鏡 ８ と ポ リ ー プ 除 去 具 10を 使 用 す れ ば 、 開 腹 す る と い っ た 大 掛 か り な 手
術 は 不 要 と な る 為 、 患 者 に 与 え る 負 担 （ 身 体 的 負 担 や 経 済 的 負 担 な ど ） が 少 な く て 済 む と
さ れ 、 ま た 、 こ の 内 視 鏡 治 療 は が ん の 早 期 治 療 と し て 非 常 に 注 目 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
と こ ろ で 、 こ の ポ リ ー プ 除 去 治 療 は 、 ポ リ ー プ ５ を 完 全 に 除 去 す べ く 消 化 器 １ の 内 壁 面 １
ａ と の 境 界 （ ポ リ ー プ ５ の 根 元 部 分 ） ま で 除 去 す る 為 、 や む を 得 ず 消 化 器 １ の 内 壁 面 １ ａ
に 穿 孔 ２ が で き て し ま う 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 穿 孔 ２ は 、 当 然 に 強 制 す る 必 要 が あ り （ 例 え ば 大 腸 に 穿 孔 ２ が で き て し ま っ た 場
合 に は 、 こ の 穿 孔 ２ か ら 便 が 流 れ 出 し て 腹 膜 炎 を 起 こ し て し ま う 場 合 も あ る 。 ） 、 よ っ て
、 従 来 に お い て も こ の 穿 孔 ２ を す る 為 の 穿 孔 具 ４ （ 通 称 ク リ ッ プ ） が 提 案 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の ク リ ッ プ ４ は 、 適 宜 な 金 属 製 で あ り 、 先 端 部 が 開 閉 自 在 に 設 け ら れ た 挟 持 体 ４ ａ と 、
こ の 挟 持 体 ４ ａ の 基 端 側 に 被 嵌 さ れ る ス ラ イ ド 筒 体 ４ ｂ と で 構 成 さ れ 、 こ の 挟 持 体 ４ ａ を
摺 動 さ せ て ス ラ イ ド 筒 体 ４ ｂ 内 に 導 入 す る と 、 挟 持 体 ４ ａ が 閉 じ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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従 っ て 、 前 述 し た 内 視 鏡 ８ の 処 置 具 導 出 孔 ８ ｂ に 嵌 挿 配 設 さ れ た ク リ ッ プ 配 設 具 ７ を 用 い
、 該 ク リ ッ プ ４ に よ り 穿 孔 ２ の 対 向 す る 開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ 同 士 を 寄 せ る よ う に 左 右 か ら
挟 持 す る こ と で 、 当 該 穿 孔 ２ の 状 態 が 保 持 さ れ る 。 尚 、 こ の 消 化 器 １ の 内 壁 面 １ ａ に
止 着 さ れ た ク リ ッ プ ４ は 約 １ 週 間 ～ ３ ヵ 月 の 間 で 自 然 に 外 れ 、 そ の ま ま 便 と 共 に 体 外 へ 排
出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
と こ ろ が 、 こ の ク リ ッ プ ４ は 、 穿 孔 ２ が 小 さ い 場 合 に は 有 効 で あ る が 、 穿 孔 ２ が 大 き 過 ぎ
て ク リ ッ プ ４ が 使 用 で き な い 場 合 が あ り 、 こ の よ う な 場 合 に は 、 患 者 に 負 担 を 強 い る 開 腹
縫 合 手 術 を し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
し か し 、 こ の よ う な 場 合 に 開 腹 し て い た の で は 、 前 述 し た 内 視 鏡 ８ と ポ リ ー プ 除 去 具 10を
使 用 し て ポ リ ー プ ５ を 除 去 す る こ と の メ リ ッ ト が 失 わ れ て し ま う の は 勿 論 、 ポ リ ー プ ５ を
発 見 し 、 内 視 鏡 ８ を 口 か ら 挿 入 し て ポ リ ー プ ５ を 除 去 す る 治 療 及 び 穿 孔 ２ を 閉 じ る 治 療 は
内 科 の 治 療 で あ る の に 対 し 、 開 腹 縫 合 は 外 科 の 治 療 で あ る 為 、 患 者 を 内 科 か ら 外 科 へ 移 動
さ せ な け れ ば な ら な い な ど の 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 出 願 人 は 、 上 述 の 問 題 点 に 着 目 し 、 内 科 に お い て 処 置 が 可 能 な 従 来 に な い 画 期 的 な 穿 孔
や 切 開 創 な ど の 装 置 を 発 明 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 要 旨 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
胃 、 小 腸 若 し く は 大 腸 な ど の 消 化 器 １ の 内 壁 面 １ ａ に で き た 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 開 口 部 ２
を す る 為 の 装 置 で あ っ て 、 開 口 部 ２ の 一 方 の 開 口 縁 部 ２ ａ に 止 着 さ れ る 第 一 止 着
部 材 ４ Ａ と 、 他 方 の 開 口 縁 部 ２ ｂ に 止 着 さ れ る 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ と 、 こ の 第 一 止 着 部 材 ４
Ａ 及 び 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ 同 士 間 に 架 設 さ れ る 架 設 部 材 ３ と か ら 成 り 、 こ の 第 一 止 着 部 材 ４
Ａ と 、 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ と 、 架 設 部 材 ３ と は 、 該 架 設 部 材 ３ を 引 動 す る こ と で 開 口 部 ２ の
開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ 同 士 が 接 近 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切
開 創 な ど の 装 置 に 係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 請 求 項 １ 記 載 の 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装 置 に お い て 、 前 記 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び
第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ は 夫 々 複 数 で あ り 、 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ に 対 し て 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ は 、 対
向 す る 位 置 若 し く は 対 向 し な い ず れ た 位 置 に 止 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な
ど の 装 置 に 係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 請 求 項 １ ， ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装 置 に お い て 、 架 設
部 材 ３ は 一 本 の 線 材 ３ で あ り 、 該 線 材 ３ は 、 始 点 位 置 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 若 し く は 第 二 止
着 部 材 ４ Ｂ に 固 着 さ れ 、 残 余 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ に は 引 動 可 能 に 挿
通 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装 置 に 係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装 置 に お い て 、 前 記
架 設 部 材 ３ を 引 動 す る こ と で 接 近 移 動 し た 開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ 同 士 の 近 接 状 態 を 保 持 す る
保 持 部 ６ を 前 記 架 設 部 材 ３ に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装 置 に 係 る
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 処 置 具 導 出 孔 ８ ｂ を 有 す る 内 視 鏡 ８ と 、 処 置 具 導 出 孔 ８ ｂ か ら 導 出 さ れ 、 胃 、 小 腸
若 し く は 大 腸 な ど の 消 化 器 １ の 内 壁 面 １ ａ に で き た 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 開 口 部 ２ の 開 口 縁
部 ２ ａ ， ２ ｂ に 止 着 さ れ る 複 数 の ク リ ッ プ ４ と か ら 成 り 、 複 数 の ク リ ッ プ ４ の う ち 、 一 つ
は 線 材 ３ が 固 着 さ れ た ク リ ッ プ ４ で あ り 、 残 余 の ク リ ッ プ ４ は 線 材 ３ が 挿 通 さ れ る 挿 通 部
４ ｃ が 設 け ら れ て い る ク リ ッ プ ４ で あ る こ と を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装 置 に

(12) JP 2004-351090 A 2004.12.16

閉 鎖

閉 鎖

閉 鎖 閉 鎖

閉 鎖

閉 鎖

閉 鎖

閉 鎖

閉 鎖

閉 鎖

閉 鎖

閉 鎖



係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 請 求 項 ５ 記 載 の 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装 置 に お い て 、 前 記 線 材 ３ に は 絞 り 部 材 ６
が 設 け ら れ 、 こ の 絞 り 部 材 ６ は 線 材 ３ が 挿 通 さ れ 該 線 材 ３ に 対 し て 摺 動 す る よ う に 構 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 装 置 に 係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 作 用 及 び 効 果 】
本 発 明 は 、 例 え ば 内 視 鏡 ８ を 利 用 し て 、 穿 孔 や 切 開 孔 な ど の 開 口 部 ２ の 一 方 の 開 口 縁 部 ２
ａ に 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ を 止 着 す る と と も に 、 他 方 の 開 口 縁 部 ２ ｂ に 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ を 止
着 し 、 こ の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ 同 士 間 に 架 設 さ れ る 架 設 部 材 ３ を 引 動
す る こ と で 開 口 部 ２ の 開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ 同 士 を 接 近 移 動 さ せ 、 開 口 部 ２ を 状 態 と す
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
従 っ て 、 胃 、 小 腸 若 し く は 大 腸 な ど の 消 化 器 １ の 内 壁 面 １ ａ に 形 成 さ れ た 穿 孔 や 切 開 創 な
ど の 開 口 部 ２ が 大 き く 、 前 述 し た ク リ ッ プ ４ で 対 応 で き な い 場 合 で あ っ て も 、 開 腹 し て 縫
合 手 術 を 行 う 必 要 は な く 、 簡 易 且 つ 迅 速 に 穿 孔 や 切 開 創 な ど の 開 口 部 ２ を 状 態 と す る
こ と が で き 、 し か も 、 内 科 だ け で こ の 開 口 部 ２ を 処 置 す る こ と が で き る こ と に な る 為 、 例
え ば 患 者 を 外 科 へ 移 動 さ せ た り す る 必 要 も な い な ど 患 者 に 与 え る 負 担 を 可 及 的 に 軽 減 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 は 、 従 来 に な い 画 期 的 な 作 用 効 果 を 発 揮 し 、 極 め て 商 品 価 値 の 高 い
も の に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 面 は 本 発 明 の 一 実 施 例 を 図 示 し た も の で あ り 、 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 実 施 例 は 、 胃 、 小 腸 若 し く は 大 腸 な ど の 消 化 器 １ の 内 壁 面 １ ａ に で き た 穿 孔 や 切 開 創 な
ど の 開 口 部 ２ を す る 為 の 装 置 で あ っ て 、 開 口 部 ２ の 一 方 の 開 口 縁 部 ２ ａ に 内 視 鏡
８ を 使 用 し て 止 着 さ れ る 複 数 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ と 、 他 方 の 開 口 縁 部 ２ ｂ に 内 視 鏡 ８ を 使
用 し て 止 着 さ れ る 複 数 の 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ と 、 こ の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び 第 二 止 着 部 材 ４
Ｂ 同 士 間 に 架 設 さ れ る 一 本 の 架 設 部 材 ３ と で 構 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
尚 、 本 実 施 例 で 使 用 さ れ る 内 視 鏡 ８ は 、 図 ２ ， ３ に 図 示 し た よ う に 基 端 部 に 操 作 部 ８ ｆ が
設 け ら れ た 複 数 の 内 孔 を 有 す る ホ ー ス 状 体 ８ ａ に 、 処 置 具 導 出 孔 ８ ｂ （ 鉗 子 孔 ） 、 Ｃ Ｃ Ｄ
カ メ ラ ８ ｃ 、 吸 引 ノ ズ ル ８ ｄ 、 ラ イ ト ８ ｅ 、 処 置 具 導 入 孔 ８ ｇ が 設 け ら れ た 周 知 構 造 の 内
視 鏡 ８ （ ビ デ オ ス コ ー プ ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
以 下 、 本 実 施 例 に 係 る 構 成 各 部 に つ い て 詳 細 な 説 明 を す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ は 、 前 述 し た ク リ ッ プ ４ と 同 構 造 で あ り 、 即 ち 、
図 ３ ， ４ に 図 示 し た よ う に 一 枚 の 金 属 板 材 を 基 端 で 折 曲 し て 交 叉 さ せ た も の で 、 先 端 部 に
開 閉 自 在 の 一 対 の 挟 持 半 体 ４ ａ ’ ， ４ ａ ” か ら 成 る 金 属 製 の 挟 持 体 ４ ａ が 設 け ら れ 、 こ の
挟 持 体 ４ ａ の 基 端 側 に は ス ラ イ ド 移 動 自 在 の ス ラ イ ド 筒 体 ４ ｂ が 被 嵌 さ れ た 構 成 で 、 こ の
挟 持 体 ４ ａ を 摺 動 さ せ て ス ラ イ ド 筒 体 ４ ｂ に 導 入 す る と 挟 持 体 ４ ａ の 先 端 部 が さ れ る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ は 、 図 ４ に 図 示 し た よ う に 挟 持 体 ４ ａ の 基
端 は 連 結 部 材 12の 係 止 孔 部 12ａ に 挿 通 さ れ て お り 、 こ の 連 結 部 材 12は 後 述 す る ク リ ッ プ 配
設 具 ７ に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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こ の 連 結 部 材 12は 、 ク リ ッ プ 配 設 具 ７ に よ っ て 引 動 す る こ と で 挟 持 体 ４ ａ を 引 動 摺 動 す る
も の で 、 該 連 結 部 材 12が 引 動 さ れ る と 、 挟 持 体 ４ ａ は ス ラ イ ド 筒 体 ４ ｂ に 導 入 さ れ 、 所 定
位 置 ま で 導 入 さ れ た 状 態 で 更 に 強 く 連 結 部 材 12が 引 動 さ れ る と 、 係 止 孔 部 12ａ の 係 止 周 縁
が 切 離 し 、 係 止 状 態 が 解 除 さ れ 、 ク リ ッ プ 配 設 具 ７ か ら 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び 第 二 止 着 部
材 ４ Ｂ は 分 離 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ は 、 前 述 し た 内 視 鏡 ８ の 処 置 具 導 出 孔 ８ ｂ
に 嵌 挿 配 設 さ れ る ク リ ッ プ 配 設 具 ７ を 介 し て 止 着 作 業 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の ク リ ッ プ 配 設 具 ７ は 、 図 ２ ～ ４ に 図 示 し た よ う に 、 チ ュ ー ブ 体 ７ ａ と 、 こ の チ ュ ー ブ
体 ７ ａ 内 に ス ラ イ ド 移 動 自 在 に 配 設 さ れ 、 ハ ン ド ル ７ ｂ の 操 作 に よ り ス ラ イ ド 移 動 す る ス
ラ イ ド 長 尺 体 ７ ｃ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 こ の ス ラ イ ド 長 尺 体 ７ ｃ の 先 端 部 に は ク リ ッ プ 保 持 部 ９ が 設 け ら れ て お り 、 こ の ク
リ ッ プ 保 持 部 ９ は 、 図 ３ ， ４ に 図 示 し た よ う に 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ の
連 結 部 材 12に 被 嵌 連 結 し 得 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 複 数 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ の う ち 、 一 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ に は 線 材 ３ が 固 着 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 線 材 ３ は 、 開 口 部 ２ の 対 向 開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ に 止 着 さ れ る 他 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及
び 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ 夫 々 の 左 右 の 挟 持 半 体 ４ ａ ’ ， ４ ａ ” の 又 部 （ 挿 通 部 ４ ｃ ） に 挿 通 さ
れ 、 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ 及 び 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ 同 士 間 に 架 設 状 態 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
尚 、 こ の 線 材 ３ は 、 一 般 に 手 術 で 使 用 さ れ る 医 療 用 の 縫 合 糸 で あ る 。 こ の 線 材 ３ と し て は
体 内 に お い て あ る 程 度 の 期 間 は 糸 と し て の 形 を 維 持 し 、 自 然 に 解 け る 素 材 の も の な ど 人 体
に 影 響 の 少 な い 素 材 の も の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 線 材 ３ に は 糸 固 定 用 の 絞 り 部 材 ６ が 設 け ら れ 、 こ の 絞 り 部 材 ６ は 線 材 ３ に 対 し て 摺
動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の 絞 り 部 材 ６ は 、 図 ３ に 図 示 し た よ う に 適 宜 な 樹 脂 製 の 部 材 で 球 状 に 形 成 さ れ て お り 、
そ の 中 央 部 に 線 材 ３ に 被 嵌 す る た め の 貫 通 孔 ６ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 貫 通 孔 ６ ａ に 線
材 ３ が 挿 通 さ れ た 構 成 で あ る 。 ま た 、 絞 り 部 材 ６ は 該 絞 り 部 材 ６ を 線 材 ３ に 対 し て 摺 動 さ
せ た 際 、 所 定 の 摩 擦 抵 抗 が 生 じ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
以 上 の 構 成 か ら 成 る 装 置 を 使 用 し た 消 化 器 １ の 内 壁 面 １ ａ に で き た 穿 孔 ２ の 方 法 （ 穿
孔 治 療 ） に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま ず 、 内 視 鏡 ８ の 処 置 具 導 出 孔 ８ ｂ に 嵌 挿 配 設 し た ク リ ッ プ 配 設 具 ７ に 、 線 材 ３ が 連 結 さ
れ た 一 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ を セ ッ ト し 、 内 視 鏡 ８ を 口 か ら 挿 入 し て Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ８ ｃ で 穿
孔 ２ の 位 置 を 確 認 し 、 線 材 ３ 付 き 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ （ 始 点 位 置 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ ） を 穿
孔 ２ の 一 方 の 開 口 縁 部 ２ ａ （ 略 端 部 ） に 止 着 す る （ 図 ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
続 い て 、 内 視 鏡 ８ を 引 き 抜 き 、 ク リ ッ プ 配 設 具 ７ に 他 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ を セ ッ ト し 、 内
視 鏡 ８ を 口 か ら 挿 入 し て Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ８ ｃ で 穿 孔 ２ の 位 置 を 確 認 し 、 前 記 線 材 ３ を 挿 通 部
４ ｃ で 跨 ぐ よ う に し て 他 の 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ を 穿 孔 ２ の 一 方 の 開 口 縁 部 ２ ａ に 止 着 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
続 い て 、 内 視 鏡 ８ を 引 き 抜 き 、 ク リ ッ プ 配 設 具 ７ に 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ を セ ッ ト し 、 内 視 鏡
８ を 口 か ら 挿 入 し て Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ８ ｃ で 穿 孔 ２ の 位 置 を 確 認 し 、 線 材 ３ を 挿 通 部 ４ ｃ で 跨
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ぐ よ う に し て 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ を 穿 孔 ２ の 他 方 の 開 口 縁 部 ２ ｂ に 止 着 す る （ 図 ７ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の 要 領 で 第 一 止 着 部 材 ４ Ａ と 第 二 止 着 部 材 ４ Ｂ と を 順 番 に 穿 孔 ２ の 長 さ 方 向 に し て 対 向
開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ の 合 致 し な い 対 向 位 置 へ 交 互 に （ ジ グ ザ グ 状 ） に 所 定 の 間 隔 を 介 し て
止 着 す る （ 図 ８ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
続 い て 、 絞 り 部 材 ６ を プ ッ シ ン グ チ ュ ー ブ 13Ａ ， 13Ｂ に よ っ て 押 し な が ら 線 材 ３ を 引 動 す
る と 、 穿 孔 ２ の 開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ 同 士 が 接 近 移 動 す る （ 図 ９ は 内 視 鏡 ８ と は 別 に 太 い プ
ッ シ ン グ チ ュ ー ブ 13Ａ を 胃 ま た は 大 腸 に 挿 入 し た 状 態 で 使 用 す る 場 合 で あ り 、 図 10は 内 視
鏡 ８ の 処 置 具 導 出 孔 ８ ｂ か ら 挿 入 可 能 な 細 い プ ッ シ ン グ チ ュ ー ブ 13Ｂ を 導 出 さ せ て 使 用 す
る 場 合 で あ り 、 図 11は 先 端 に 線 材 ３ を 通 す 小 孔 を 有 す る 鉗 子 13Ｃ を 用 い て 絞 り 部 材 ６ を 誘
導 し 線 材 ３ を 絞 る 場 合 で あ る 。 ） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
絞 り 部 材 ６ は 線 材 ３ に 対 し て 所 定 の 摩 擦 抵 抗 を 有 す る 為 、 プ ッ シ ン グ チ ュ ー ブ 13Ａ ， 13Ｂ
を 引 き 抜 い て も 該 絞 り 部 材 ６ は 戻 り 摺 動 す る こ と は な く 、 こ の 対 向 開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ 同
士 の 近 接 状 態 は 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
そ の 後 、 線 材 ３ を 適 宜 切 断 す る こ と で 穿 孔 治 療 は 完 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
本 実 施 例 は 上 述 の よ う に 構 成 し た か ら 、 胃 、 小 腸 若 し く は 大 腸 な ど の 消 化 器 １ の 内 壁 面 １
ａ に 形 成 さ れ た 穿 孔 ２ が 大 き く 、 前 述 し た ク リ ッ プ ４ で 対 応 で き な い 場 合 で あ っ て も 、 開
腹 し て 縫 い 手 術 を 行 う 必 要 は な く 、 簡 易 且 つ 迅 速 に 穿 孔 ２ を 状 態 と す る こ と が で き 、
し か も 、 内 科 だ け で こ の 穿 孔 ２ を 処 置 す る こ と が で き る こ と に な る 為 、 例 え ば 患 者 を 外 科
へ 移 動 さ せ た り す る 必 要 も な く 患 者 に 与 え る 負 担 を 可 及 的 に 軽 減 す る こ と が で き る な ど 、
前 述 し た 内 視 鏡 ８ と ポ リ ー プ 除 去 具 10と を 使 用 し た 内 視 鏡 治 療 の メ リ ッ ト を 最 大 限 に 発 揮
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 本 実 施 例 は 、 線 材 ３ を 引 動 す る こ と で 接 近 移 動 し た 開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ 同 士 を 、 線
材 ３ を 固 定 す る こ と で 保 持 す る 絞 り 部 材 ６ を 線 材 ３ に 設 け た か ら 、 穿 孔 ２ が 閉 じ る （ 完 治
） す る ま で 確 実 に 開 口 縁 部 ２ ａ ， ２ ｂ 同 士 の 近 接 状 態 を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
尚 、 本 発 明 は 、 本 実 施 例 に 限 ら れ る も の で は な く 、 各 構 成 要 件 の 具 体 的 構 成 は 適 宜 設 計 し
得 る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 ポ リ ー プ を 除 去 す る 作 業 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 例 に 係 る 要 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 例 に 係 る 要 部 の 概 略 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 実 施 例 に 係 る 要 部 の 概 略 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 実 施 例 の 使 用 状 態 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 実 施 例 の 使 用 状 態 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 実 施 例 の 使 用 状 態 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 実 施 例 の 使 用 状 態 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 実 施 例 の 使 用 状 態 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 実 施 例 の 使 用 状 態 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 消 化 器
１ ａ 　 内 壁 面
２ 　 開 口 部
２ ａ 　 開 口 縁 部

(15) JP 2004-351090 A 2004.12.16

閉 鎖

閉 鎖



２ ｂ 　 開 口 縁 部
３ 　 架 設 部 材 ・ 線 材
４ 　 ク リ ッ プ
４ Ａ 　 第 一 止 着 部 材
４ Ｂ 　 第 二 止 着 部 材
４ ｃ 　 挿 通 部
６ 　 保 持 部 ・ 絞 り 部 材
８ 　 内 視 鏡
８ ｂ 　 処 置 具 導 出 孔
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